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メコン川下流平野（カンボジア）における
微地形と洪水特性，土地利用・水利用の特色
久 保 純 子
要 旨
メコン川下流平野（カンボジア平原）はカンボジア南部からベトナム国境地域にかけて広がる。空
中写真と衛星画像の解析と現地調査により，この平野の地形と洪水特性，土地利用および水利用パター
ンの特色について検討した。メコン川の氾濫原はおもに自然堤防と後背湿地よりなり，周辺の台地およ
び緩傾斜扇状地に囲まれている。氾濫原には高位沖積面が分布する。平野の中ではそれぞれ地域ごとに
異なる土地利用や水利用のパターンが認められる。派川のバサック川沿いには「コルマタージュ水路」
が密に分布し，人工的なシルトの堆積により，幅の広い「自然堤防」状の地形が形成されている。メコ
ン川とトンレサップ川沿いには方形または円弧状の堤防（「トンニュップ」と呼ばれ，ため池を形成す
る）が見られる。高位沖積面上ではいわゆる「ポルポト水路」も見られる。これらの土地利用・水利用
の特色は微地形条件や洪水の特性を反映したものといえる。
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１．はじめに
メコン川は東南アジア最大の川であり，そ
の流域面積は７９５，０００km２，チベット高原東
部の水源から南シナ海へ注ぐ河口までの距離
はおよそ４，５００kmに達する（Mekong River
Commission，２０００）。メコン川は中国国境か
ら下流はタイ・ラオス国境部を流れ，約１５００
km下流でコーラート高原を離れる。そこに
はラオスとカンボジアの国境をなすコーン
Khoneの滝がある。コーンの滝からベトナム
国境まではカンボジア平原が広がる。トンレ
サップTonle Sap湖（太湖）はこの平原に位
置する。トンレサップ川はトンレサップ湖と
メコン川をつないでいる。メコン川はプノン
ペンPhnom Penhで本流とバサックBassac川
の二つに分岐する（図１）。この地域はメコ
ンデルタの上流部としてとらえられることが
多いが，デルタ地形の特色はベトナム国境か
ら下流側で見られる。このため，メコン川下
流平野はカンボジア平原とメコンデルタに分
けるのが適当である。
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Fig.１．The Lower Mekong Plain（Mekong River Commission, 2001）
メコン川流域の大部分はインドシナ半島に
属し，そこではモンスーン気候が卓越する。
メコン川下流域ではモンスーン季（雨季）は
５月に始まり１１月まで続く。東部（ラオス・
ベトナム国境）のアンナン山脈は夏のモン
スーン季に流域内で最大の降水がみられ，年
降水量は４０００mm以上に達する。雨季の多量
の降水のため，メコン川下流の流量は巨大に
なる。カンボジアのクラティエKratie付近で
は年間最大流量は約６０，０００m３にもなり
（Mekong River Commission，２００２），下流の
平野部では広範囲で洪水が見られる。
本稿はこの地域では洪水が主要な地形プロ
セスであることをふまえ，カンボジアのメコ
ン川下流平野における平野の微地形とそれら
の洪水の特色や土地利用・水利用との関係を
明らかにすることを目的とする。
本研究では１９６０～１９７０年代発行の縮尺５万
分の１地形図，１９９９年編集の縮尺１０万分の１
地形図，１９９２年撮影の縮尺約２５，０００分の１空
中写真などを用いて，メコン川下流平野の地
形分類図を作成した。洪水氾濫域を把握する
ため，人工衛星画像 （SPOT，JERS‐１など）
も利用した。平野の主要道路沿いに現地調査
を実施するとともに，メコン河委員会
（Mekong River commission；流域４か国が
参加する国際機関）の水文データや研究論文
等も利用した。
２．平野の地形の特色
カンボジア平原はトンレサップ湖（太湖）
を含む侵食平野である。メコン川はカンボジ
ア平原に達した後，台地などの間の比較的狭
い氾濫原を流れる。氾濫原はコンポンチャム
Kompong Cham市街付近から幅が広がる。
プノンペンはコンポンチャムから約７０km下
流のカンボジア平原の中央部に位置する。ト
ンレサップ川はトンレサップ湖より流れ下
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り，プノンペンでメコン川に合流する。それ
と同時に，メコン川からはバサック川が分岐
し，これら４本の川は「チャトムックChak-
tomuk（四面）」と呼ばれる（フランス植民
地時代は「キャトルブラQuatre Bras」，す
なわち「四本の腕」と呼ばれた）。
チャトムックでは非常に特異な河川の特色
を持つ。トンレサップ川は上流のトンレサッ
プ湖と下流のメコン川を結ぶが，雨季の間は
トンレサップ川の流向は上流側へ逆転し，ト
ンレサップ湖へ注ぐ。その結果，湖の面積は
約３倍に拡大し，洪水の遊水池として機能す
る。雨季の終わりになると再び流向は下流へ
戻り，メコン川へ排水する。プノンペン周辺
では，雨季になるとメコン川自身が広大な範
囲で洪水を起こす。
筆者は空中写真判読や衛星画像解析，現地
調査によりプノンペン周辺の地形分類図を作
成した（図２）。
平野は地形の特色により，以下のように区
分される：１）台地および西部の地域の扇状
地，２）メコン川氾濫原，３）トンレサップ
川沿い氾濫原，４）バサック川沿い氾濫原，５）
高位沖積面。それぞれの地域の地形の特色を
以下に述べる。
１）台地および西部の扇状地：平野の西部
はわずかに標高が高く，プレックトナウト
Prek Tnaout（トナウト川）沿いには扇状地
が広がる。プノンペン市街はこの緩傾斜扇状
地の東の縁に位置する。扇状地の北側と南側
は台地が分布する。この地域ではトナウト川
をのぞき，河川洪水はみられない。
２）メコン川氾濫原：この低地はプノンペ
ンの約７０km上流のコンポンチャム地方から，
下流はベトナム国境まで広がる。コンポンチ
ャム付近では高位の段丘と玄武岩台地が両側
にあるため氾濫原の幅は狭い。この狭い部分
から下流側では，メコン川の河道のシフトが
見られる。コンポンチャムからスレイサン
トーSrei Santhorにかけて，メコン川の河道
は網状流路を呈し不安定である。新旧の地形
図を比較すると，河道のシフトによる河岸侵
食が数か所で見られることがわかる。堆積物
は砂質のため，メコン川沿いには畑地が見ら
れる。メコン川の旧河道が右岸側のプレック
カンチャクPrek Kang Chak，プレックムク
カンプルPrek Mukh Kampulなどに沿ってみ
られ，それらは大規模に蛇行している。
チャトムック合流点付近では，自然堤防と
後背湿地が氾濫原を特色づけている。自然堤
防はプノンペン付近ではメコン川沿いと小規
模な分流であるトンレトウチTonle Touch川
沿いに見られる。しかし，メコン川沿いの自
然堤防は相対的に小規模であり，自然堤防の
幅は１０００mに満たない。主要な道路や集落は
この狭い自然堤防上に分布する。２０００年の大
規模な洪水時には河道から溢れた洪水によ
り，自然堤防上の国道１号線に被害があった。
しかし，自然堤防上の浸水はわずかであった。
３）トンレサップ川沿い氾濫原：トンレサ
ップ川は氾濫原の西端を流れる。雨季と乾季
では流向が逆転する。雨季にはメコン川から
の逆流によりトンレサップ湖の面積は約３倍
に拡大する。河道は安定しているが自然堤防
の発達は貧弱である。トンレサップ川とメコ
ン川の間は後背湿地が広がる。この後背湿地
は雨季の間の洪水の流路となる。
４）バサック川沿い氾濫原：バサック川は
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Fig.２．Geomorphological map of the Lower Mekong Plain（a part）
1：mountain and hill，2：pediment，3：upland，4：gentle fan，5：natural levee，6：higher alluvial surface，
7：back marsh
プノンペンでメコン川から分岐する。河道沿
いには幅の広い自然堤防状の地形が見られる。
これらの微高地は，バサック川につながる小
さな人工の水路（コルマタージュColmatage
水路）沿いに分布する。これらの背後には後
背湿地が広がる。
５）高位沖積面：この地形はメコン川氾濫
原の両側に分布する。これらの形は不定形で
境界は凹凸に富む。氾濫原と高位沖積面の境
界は一般に不明瞭で，水田から湿地帯へと移
行する境界に該当する。主要な道路や集落が
面上に分布する。周辺部をのぞき，通常の洪
水では浸水しないが，大規模な洪水時には浸
水することがある。
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３．洪水の特徴と地形
２０００年の大洪水により，メコン川下流では
以下の特色が見られた（Kubo，２００３）。
・平野の上流部（コンポンチャム付近）では
メコン川は左岸側に溢流し，メコン川左岸
の氾濫原はほとんど浸水した。
・プノンペンにおける水位（バサック川）は
過去３０年間の最高値となった（１１．２m）が，
溢流はしなかった。
・プノンペン市街北方にあるコップスロウ
Kop Srav堤防は市街地を守ることに有効
であったが，溢流しそうになった。
・プノンペン市街南部の低地では排水不良に
よる浸水がみられた。
・プノンペンから北へむかう国道６A号線は
部分的に被災した。
・プノンペンから南東へむかう国道１号線
は，ネアックルアンNeak Loeang（フェリー
渡渉地）付近のメコン川左岸側で被災した
が，右岸側では被害がなかった。
・ネアックルアン付近のバックウォーター排
水のため，メコン川の右岸側で人工的に堤
防をカットした。
全般に，広大な浸水範囲にもかかわらず，
洪水によるインフラストラクチャーへの直接
被害は比較的少なかった。これは主としてメ
コン川の溢流が左岸側に限られたためであ
る。洪水の状況と微地形との関係は以下のよ
うに要約される。
１）台地，ペディメント，残丘地域は浸水
しなかった。プレックトナウト川の緩傾斜扇
状地も，プノンペン南部の低地をのぞけば浸
水しなかった。浸水した地域はプレックトナ
ウト扇状地とトンレサップ川，バサック川に
囲まれた地域であった。また，プノンペンの
輪中堤防の外側に拡大した市街地で排水が困
難な地域であった。
２）メコン川左岸側は自然堤防や台地の発
達する地域を除き，大規模に浸水した（図３）。
コンポンチャム市街付近のメコン川左岸では
洪水は氾濫原に溢れ，下流側では国道１号線
と１１号線が翌２００１年９月まで不通となってい
た。
３）トンレサップ川沿いでは洪水はトンレ
サップ湖へと流入した。プノンペンから北へ
向かう国道６A号線は，メコン川とトンレサ
ップ川を結ぶ河道の橋が被災した。
４）バサック川沿いでは浸水はほとんど見
られなかった。そこでは洪水はコルマタージ
ュ水路を使って後背湿地へ流れた。
５）高位沖積面のうちの広い範囲が２０００年
の大規模洪水時に浸水した。
４．水利用の地域的特色
本地域では何種類かのユニークな水利用形
態がみられる。それらは主として水田に対す
る水利用であるが，地域的な特色がある。
１）メコン川沿いの地域は自然堤防と後背
湿地の組み合わせが特徴的である。後背湿地
地域では毎年雨季になると広大な範囲に浸水
が見られる。メコン川沿いは自然堤防の発達
が貧弱なため，洪水は簡単に自然堤防を溢流
する。流速は早く，浮遊土砂も多い。乾季に
なっても後背湿地の広範囲にベンboengと呼
ばれる周年湛水域がみられる。このためメコ
ン川沿いの土地利用範囲は限られる。農耕地
や居住地，交通路などの発達は悪い。この氾
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濫原は雨季の間，メコン川の洪水の流路とな
るため，洪水流の流れを妨げるような構造物
は厳重な注意が必要である。
２）バサック川沿いにはコルマタージュ水
路が発達する。コルマタージュはバサック川
と直行する方向に人工的に造られた水路で，
バサック川から後背湿地に水を送る。これら
の水路は（フランス植民地時代に）灌漑と耕
地造成を目的としてつくられたといわれる。
洪水の間，水路の両側にシルトが堆積するた
め，人工的に「自然堤防」状の地形がつくら
れる（図４）。高密度につくられた水路網と
それに沿うシルトの堆積により，バサック川
沿いには非常に幅の広い自然堤防と同様の地
形が形成されている。このため，洪水流の溢
流はおこりにくい。洪水流はコルマタージュ
水路に（人為的に）導かれるため，洪水は制
御されているといえる。２０００年の洪水でもこ
Fig.３．SPOT satellite image of Chaktmuk area in the extreme flood in 2000（September 20,CNES
2000)
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Fig.４．Colmatage canals and the Bassac River（aerial photo by FINNMAP
1992）
の地域では大きな被害がなかったことより，
コルマタージュ水路網はこの地域の水をコン
トロールする，適切で持続的なシステムとい
うことができる。
３）メコン川とトンレサップ川沿いの高位
沖積面を縁取るように，方形あるいは円形・
円弧状の小規模な堤防（トンニュップtom-
nup）が分布する（図５）。これらの堤防は
雨季の間洪水を貯留し，その水は周辺の短冊
状の区画の水田で使われる。この地域の人々
は地形のわずかな違いを注意深く選んでトン
ニュップ堤防をつくり，減水期稲作を行って
いる。
４）いわゆる「ポルポトPol Pot水路」は
直交する１km四方の格子状水路によって特
色づけられる。これらの水路はポルポトの率
いるクメールルージュKhmer Rougeの時代
（１９７５－１９７９）に人民の強制労働によってつ
くられた。これらの水路は緩傾斜扇状地や高
位沖積面上に分布する。いくつかのものは現
在も維持活用されている。このことは，やや
高燥な土地ではポルポト水路が成功している
ことを示す。
５）非常に多数の方形の小規模なため池を
伴う，不定形で小規模な水田パターンが古代
遺跡の周辺に分布している。これらはプノン
ペン南方のタプロームTa Prohm寺院やプノ
ムチソーPhnom Chissorなどのアンコール期
寺院周辺に見られる。日本の条里制のように，
古代遺跡周辺に古代の水田区画が残される例
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Fig.５．Embankments for storing water（tomnup）（aerial photo by FINNMAP
1992）
があるため，これらの区画も古代の土地利用
形態が残されている可能性がある。
以上のように，微地形条件や洪水特性の違
いを反映して，それぞれの地域に特有の水利
用パターンが見られる。
５．まとめ
カンボジアのプノンペン周辺のメコン川下
流部における地形分類図の作成によって，微
地形の特色と洪水の特性，土地利用・水利用
の特色との関係が明らかとなった。研究対象
地域は地形の特色により，１）扇状地および
台地，２）メコン川氾濫原，３）トンレサッ
プ川沿い氾濫原，４）バサック川沿い氾濫原，
および５）高位沖積面に区分された。その中
でも２）のメコン川氾濫原と３）のトンレサ
ップ川沿いの氾濫原は，雨季の間洪水の流路
として重要な役割を果たす。洪水特性の地域
的な違いにより，それぞれの地域で特徴的な
土地利用・水利用が見られる。
本地域の沖積低地は全般に低平ではある
が，自然堤防や後背湿地，高位沖積面などの
微地形条件は水利用管理に非常に密接で重要
な役割を持つ。これらの微地形の分布はその
地域における洪水浸水の有無や浸水の規模を
示している（Oya，２００１）。このため，微地形
条件の違いは土地利用や水利用に反映され
る。地形分類図の作成により，浸水範囲の予
測や適正な水利用管理計画などに活用するこ
とが可能である。
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